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磐田市健康福祉部高齢者支援課

高齢者の現状と市の目指す姿

第１回 在宅医療介護連携推進協議会

資料1-2



主な説明内容
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□ 高齢者の状況

□ 第２号被保険者への介護保険制度についてのアンケート
結果から

□ 通いの場などから見えてきた高齢者の姿

□ 市の目指す姿
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人口（高齢者）の推計と将来推計

75歳以上

65歳～75歳未満

15歳未満

15歳～40歳未満

40歳～65歳未満

高齢化率

（出典）2000年～2020年まで:総務省「国勢調査」
2025年以降:国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）」

実績値 推計値

65歳以上
65歳以下

人口の推移と将来推計

人口 170,899 168,625 167,210 166,672 162,206 158,274 153,657 148,458 143,073
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（出典）国立社会保障・人口問題研究所「ン本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）」

人口ピラミッド

人口の推移と将来推計



高齢者世帯の推移
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夫婦のみの世帯

その他高齢者のみ世帯

（出典）高齢者行政の基礎調査（各年４月１日現在）



要介護（要支援）認定者の推移と将来推計
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要介護（要支援）認定者数、要介護（要支援）認定率の推移と将来推計

要介護5

要介護4

要介護3

要介護2

要介護1

要支援2

要支援1

認定率

7,6277,554 7,758 7,928 8,122
8,922

9,803
10,197

9,943 9,777

7,445

（出典）2023（令和５）年まで介護保険事業状況報告、2024（令和６）年以降は2021（令和３）年から2022（令和４）年の伸び率から算出



認知症高齢者の推移と将来推計
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認知症高齢者の推移と将来推計

(出典) 2022(令和４)年まで厚生労働省「介護保険総合データベース」、2023（令和５）年以降認定者数に前年までの認知症自立度Ⅱａ以上の
割合を乗じて算出



第２号被保険者への介護保険制度についてのアンケート調査
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⑴ 調査方法
・インターネットによる本人入力
・令和５年７月時点で磐田市公式LINEアカウントの登録者のうち「健康・福祉」の
配信を希望する40～60代の方 9,284人への配信

⑵ 調査期間 令和５年７月14日～７月31日

⑶ 回答状況

回答数

40代 153件

50代 169件

60代 138件

その他 2件

合計 462件



第２号被保険者への介護保険制度についてのアンケート調査
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設問

あなたに介護が必要となった場合、どのように介護して欲しいと思いますか。

4 42 49 5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

なるべく家族のみで、自宅で介護して欲しい 介護保険サービスや福祉サービスを使いながら…

介護保険制度で介護施設に入りたい その他



第２号被保険者への介護保険制度についてのアンケート調査
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設問

あなたの家族に介護が必要となった場合、どのように介護したいと思いますか。

3 56 37 3 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

なるべく家族のみで、自宅で介護したい 介護保険サービスや福祉サービスを使いながら…

介護保険制度で介護施設を利用したい その他

未回答



介護人材の不足

11【出典】令和５年度介護保険制度等研修会資料（静岡県）

認定者数の増加等に伴い、2025年（令和７年）には静岡県全体で約5,700人の介護人材が
不足するとされている。市内事業所でも介護職員の確保に苦慮している状況にある。



ここまでのまとめ
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□65歳以下の人数が減ることで高齢化率が上昇

□高齢者の数は大幅に増加しないが・・・介護が必要になる85
歳以上の人数が増加

□２号被保険者の多くが介護サービスを利用しての介護（自分
も家族も）を望んでいる。

□生産年齢人口の減少等様々な理由で介護人材が集まらない



通いの場へ行けなくなった人の声（地域包括支援センターを通じた聴き取り）

本人は、老いを自覚できなかったり、隠したいと思っている。
本人だけでなく家族も、限界ギリギリまで頑張ろうとする（我慢する）意識がある。

本当に困ったら、
限界が来たら、
介護サービスのお世話に
なろうかね。

通いの場にいる人たち
（70代）と自分（90代）
では、親子ほどの年齢差が
あって、参加しづらい。

自分が老いた姿を見ら
れたくない。

自分はまだ大丈夫。
生活はなんとかなっている
から、市や包括に相談する
ほどではない。

家族から、「コロナが心
配」「人に迷惑をかけ
る」「事故が心配」な
ど、外出しないように言
われる。
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通いの場からわかった高齢者の姿

年 月

【地域】
来れなくなった人の
『いま』は知らない。

【本人】
老いを隠したい。
相談するほどじゃな
い。
家に閉じこもる。

通いの場へ行けなくなる

生活に限界がくる

良

か
ら
だ
の
状
態

悪

通いの場へ行けなくなった人は、地域の中に隠れて見つけにくい。
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相談イメージ

良

悪

か
ら
だ
の
状
態

年 月

状態が悪くなり始めた人に関われていない

相談のタイミング

・家族が悪化に気づいたら相談に来る。
・包括が関わるときには、既に状態が悪化
している。複雑化している。
・「限界だから介護サービスを使わせて」
という声がある。
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高齢者の置かれている現状

良

悪

か
ら
だ
の
状
態

年 月

・本人は老いに気づかない。
・周囲の人たちは気付きにくい。
・重度化しないと包括につながらな
い。

状態が悪化していく・・・・

この期間に何ができるかが重要である
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要支援者への支援の現状

良

悪

か
ら
だ
の
状
態

年 月

元々、社交的な人だからレ
クリエーションが楽しいデ
イサービスに行かせてあげ
よう。
地域の公会堂まで歩けない
から、送迎があるサービス
を利用しよう。

毎朝、新聞を取りに行って
もらってたけど、危ないか
ら、もう行かなくていい
よ。

改善する可能性があるのに
できるようにしていない？
できることを奪っている？

しかし・・・・・
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磐田市のありたい姿
本人ができることを みつけて 支えて

フレイルの人を改善させて自立に導く

ケアを受け続けて維持しようとすると人材が多く必要になる
ケアが必要な方が十分なサービスを受けられるように
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皆さんへのお願い

回復のための取組みに協力をお願いたい
19
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本人ができることを みつけて 支えて
フレイルの人を改善させて自立に導く

１ 市民への啓発
フレイルに早く気付いて、改善に向けて動き出す。

２ 機能回復・予防の体制構築
介護サービスに関わる全ての人がフレイルを改善する意識を持つ。

３ 本人の望みを実現するケアマネジメント
事業対象者・要支援者に対して本人が望む暮らしを引き出すアセスメント、

ケアマネジメントを行う。

４ 一人一人のニーズに応じる生活支援体制の整備
地域のフレイルの人を支えるためのネットワーク構築やマッチングを行う。

磐田市のありたい姿


